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 論文.内容要旨
 超音波検査法は生体内部の構造を各臓器または組織間の音響学的差としてエコー像に表現し,
 臨床的に各種疾患の診断に応用されるようになった。胆道系疾患に際しては,胆石症の診断につ・
 いては優れた成績が報告されているが,胆石エコーの定量化は充分に行なわれていない。また,
 悪性腫瘍については多数の報告例は余りなく,診断の意義について充分な検討がなされていない。一
 著者は胆石症については,胆石エコーについて実験的および臨床的に検討し,また悪性腫瘍につ
 いては,診断の意義ならびに問題点について検討した。
 使用した超音波診断装置は,東芝製SonolayergraPh,コンタクトスキャン方式,TSL-02
 A型,振動子は周波数2MHz,平面および凹面チタン酸バリウム製,直径10㎝か,又は,同社1
{
 製Sonolayergraph,コンタクトスキャン方式,SSL-21A型,Memoryscope装備,1
1
 振動子は周波数2MHz,平面のチタン酸バリウム製,直径10㎝のものである。1
1
 摘出胆石による胆石エコーの強さは・胆石の大きさ・表面の平滑●凹凸にはほとんど左右され1
ヨ
 ず,胆石の性状と形により変化することが明らかとなったが,胆石の性状と形との間には一定のi
 相関があることにより,総合的に判断すると,胆石エコーの強さは胆石の形により変化すると推
 定され,また多面体においては,面の相違によって強さが変化することが明らかとなった。
 胆道系疾患128例について超音波検査を施行し,その診断適中率は胆のう結石69例では64
 例92.8%,総胆管結石9例では2例22.2%,胆のう癌15例では9例60.0%,胆道癌12
 例では2例16,7%,膵癌23例では11例47.8%で,総計では128例中88例68,8%で
 あった。
 胆石症のうち胆のう結石症の診断適中率は92.8%と良好で,特に排泄性胆のう造影陰性37
 例のうち34例を診断し得たので,造影・陰性の場合は積極的に超音波検査を施行すべきである。感
 度断層法で測定した肝石エコーの強さは,ほぼ同じ深さの肝内エコーに比べて12～33dbの
 範囲内にあり,実技上の誤差を考えると17db以上の感度差があった。
 胆道系および膵の悪性腫瘍について検討すると,胆のう癌は胆道癌や膵癌に比べると診断適中
 率は高く60.0%であったが,胆石を伴った早期がんや肝などへの浸潤が強いがんは診断不可能
 であった。また,胆道癌の診断適中率は16.7%と最も低く,これは解剖学的な位置関係と関連
 があると思われる。このように超音波検査による胆道癌の診断は困難であるが,Screeningと1
{
 しては有用であった。膵癌の診断適中率は47・8%で,エコーパターンではSoiidパターンがi
;
 23例中・8例と多い成績を得た・1
き
  獺讐欝欝 1
 審査結果の要旨
 超音波検査法は生体内部の構造を各臓器または組織聞の音響学的差としてエコー像に表現し,
 臨床的に各種疾患の診断に応用されるようになったが,著者は胆石症については,胆石エコーに
 ついて実験的および臨床的に検討し,また悪性腫瘍については,診断の意義ならびに問題点につ
 いて検討し,次のような結果を得た。
 1)摘出胆石による胆石エコー強さは,胆石の大きさ,表面の平滑・凹凸にはほとんど左右さ
 れず,胆石の性状と形により変化するが,胆石の性状との間には一定の相関があることにより,
 総合的に判断すると,胆石エコーの強さは胆石の形により変化すると推定され,また多面体にお
 いては,面の相違によって強さが変化する。
 2)胆道系疾患128例については,診断適中率は胆のう結石69例では64例92.8%,総
 胆管結石9例では2例22.2%,胆のう癌15例では9例60.0%,胆道癌12例では2例16・7
 %,膵癌23例では11例47.8%で,総計で1ま128例中88例68.8%であった。
 昇)胆石症のうち胆のう結石症の診断率は9且8%と良好で・特に排泄性胆のう造影陰性37例のう
 ち34例を診断し得たので,造影陰性の場合は積極的に超音波検査を施行すべきである。
 4)胆道系および膵の悪性腫瘍については,胆のう癌は胆道癌や膵癌に比べると診断適中率は
 高く60、0%であったが,胆石を伴った早期がんや肝などへの浸潤が強いがんは診断不可能であっ
 た。また,胆道癌の診断適中率は16.7%と最も低く,膵癌の診断適中率は47.8%で,エコー
 パターンではSolidパターンが23例中18例と多い成績を得た。すなわち,胆道系疾患の診
 断には超音波検査はきわめて有効な診断法と考えられる。
 したがって,本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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